
障
しょう

害
がい

者
しゃ

移
い

動
どう

支
し

援
えん

あなたのおでかけ
手
て

伝
つだ

います

出
で

かけて広
ひろ

がるあなたの世
せ

界
かい

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

もない人
ひと

も
ともに生

い

きる街
まち

を

ガイドブックガ
が

イ
い

ド
ど

ブ
ぶ

ッ
っ

ク
く

あ
なたが主

しゅ

人
じん

公
こう

白
はく

山
さん

市
し



　このささやかなパ
ぱ

ン
ん

フ
ふ

レ
れ

ッ
っ

ト
と

を手
て

にとっていただき、どうも有
あり

難
がと

うございます。

　白
はく

山
さん

市
し

では、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たちが自
じ

由
ゆう

に外
がい

出
しゅつ

しながらより豊
ゆた

かな生
せい

活
かつ

を送
おく

っていけるよう

に、移
い

動
どう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

を進
すす

めています。この事
じ

業
ぎょう

を利
り

用
よう

して、たくさんの人
ひと

たちが街
まち

の中
なか

にでか

けるようになりました。

　この移
い

動
どう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

について、障
しょう

害
がい

当
とう

事
じ

者
しゃ

や家
か

族
ぞく

のみなさんにさらによく知
し

っていただき、

これまで以
い

上
じょう

に気
き

軽
がる

に利
り

用
よう

していただきたい。また、市
し

民
みん

のみなさんにもこの事
じ

業
ぎょう

のことを

よく理
り

解
かい

していただき、共
きょう

生
せい

の街
まち

を目
め

指
ざ

して共
とも

に歩
あゆ

んでいただきたい。そんな思
おも

いから、こ

の冊
さっ

子
し

が作
つく

られました。

◉一
ひ と り

人ひとりが主
しゅ

人
じん

公
こう

　人
ひと

はみな、かけがえのない人
じん

格
かく

と個
こ

性
せい

を持
も

っています。そして、どの人
ひと

も自
じ

分
ぶん

の人
じん

生
せい

の主
しゅ

人
じん

公
こう

であるはずです。しかし、これまでの社
しゃ

会
かい

の中
なか

では、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たちは自
じ

分
ぶん

の人
じん

生
せい

の

主
しゅ

人
じん

公
こう

として生
い

きる機
き

会
かい

を持
も

つことが、なかなかできませんでした。私
わたし

たちはこれまでの社
しゃ

会
かい

の在
あ

り方
かた

を見
み

直
なお

し、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たちが一
ひ と り

人の人
にん

間
げん

として尊
そん

重
ちょう

され、自
じ

分
ぶん

の人
じん

生
せい

の主
しゅ

人
じん

公
こう

として、自
じ

信
しん

と誇
ほこ

りを持
も

って生
い

きていけるような社
しゃ

会
かい

にしたいと願
ねが

っています。移
い

動
どう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

は、そんな私
わたし

たちの願
ねが

いのつまったものです。

◉共
きょう

生
せい

の街
まち

を、みんなの力
ちから

で作
つく

っていきましょう
平
へい

成
せい

23 (2011) 年
ねん

8月
がつ

に、改
かい

正
せい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

基
き

本
ほん

法
ほう

が施
し

行
こう

されました。この法
ほう

律
りつ

は、障
しょう

害
がい

の有
う

無
む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることのない共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

の実
じつ

現
げん

を目
もく

的
てき

とする、画
かっ

期
き

的
てき

な法
ほう

律
りつ

です。

　白
はく

山
さん

市
し

の進
すす

めている移
い

動
どう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

は、改
かい

正
せい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

基
き

本
ほん

法
ほう

の理
り

念
ねん

に添
そ

った、とても大
たい

切
せつ

な事
じ

業
ぎょう

です。この事
じ

業
ぎょう

がこれからますます、多
おお

くの障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たちに利
り

用
よう

され、あちこちで障
しょう

害
がい

のある人
ひと

とない人
ひと

の出
で

会
あ

いや付
つ

き合
あ

いが広
ひろ

がっていくことを願
ねが

っています。

　いろんな人
ひと

たちが交
まじ

わり合
あ

い、理
り

解
かい

し合
あ

うことで、共
きょう

生
せい

の街
まち

白
はく

山
さん

市
し

が作
つく

られていきます。

そのことを夢
ゆめ

見
み

て、共
とも

に歩
あゆ

んでいきましょう。

　このパ
ぱ

ン
ん

フ
ふ

レ
れ

ッ
っ

ト
と

が共
きょう

生
せい

の街
まち

作
づく

りに、ほんの少
すこ

しでも役
やく

に立
た

てたら幸
さいわ

いです。

      

はじめに
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2

　　移
い

動
どう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

とは

●自
じ

分
ぶん

だけで外
がい

出
しゅつ

することが難
むずか

しい、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

の外
がい

出
しゅつ

を支
し

援
えん

する事
じ

業
ぎょう

です。こ

の支
し

援
えん

を通
とお

して、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たちがより自
じ

立
りつ

した生
せい

活
かつ

やより多
おお

くの社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

が

できるようになることが期
き

待
たい

されています。

●障
しょう

害
がい

者
しゃ

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

法
ほう

で定
さだ

められた、市
し

町
ちょう

村
そん

が実
じっ

施
し

する障
しょう

害
がい

のある人
ひと

の地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

を支
し

援
えん

する事
じ

業
ぎょう

の一
ひと

つです。

　　どんな所
ところ

へ行
い

けるのだろう

●この事
じ

業
ぎょう

を利
り

用
よう

することで、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たちはさまざまな所
ところ

へでかけることができ

ます。たとえば、シ
し

ョ
ょ

ッ
っ

ピ
ぴ

ン
ん

グ
ぐ

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

や公
こう

園
えん

、イ
い

ベ
べ

ン
ん

ト
と

、銭
せん

湯
とう

、プ
ぷ

ー
ー

ル
る

などへでか

けて、自
じ

分
ぶん

のしたい活
かつ

動
どう

をすることができます。

　　どんな利
り

用
よう

の形
かたち

があるのだろう

●外
がい

出
しゅつ

の支
し

援
えん

には、利
り

用
よう

者
しゃ

の希
き

望
ぼう

に応
おう

じて、2つの形
かたち

が

あります。

利
り

用
よう

者
しゃ

とガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

が１対
たい

１で外
がい

出
しゅつ

するものです。

複
ふく

数
すう

の利
り

用
よう

者
しゃ

が一
いっ

緒
しょ

にでかけ
る際

さい

の支
し

援
えん

の形
かたち

です。２、３
人でイ

い

ベ
べ

ン
ん

ト
と

にでかけたりす
る場

ば

合
あい

などです。

１z

2z

３z

A 個別支援型 B グループ支援型

移
い

動
どう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

って何
なに

？Ⅰ
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図
ず A 契

けい

約
やく

までの流
なが

れ

本
ほん

人
にん

家
か

族
ぞく

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

市
し

役
やく

所
しょ

契約

支給決定

契約内容報告書利用について、
相談や申し込み

3

4

2

1

移
い

動
どう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

って何
なに

？

　　利
り

用
よう

するには

　…障
しょう

害
がい

のある人
ひと

本
ほん

人
にん

あるいは家
か

族
ぞく

が白
はく

山
さん

市
し

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

へ申
もう

し込
こ

みます。外
がい

出
しゅつ

支
し

援
えん

が

必
ひつ

要
よう

と認
みと

められると、１か月
げつ

に利
り

用
よう

できる時
じ

間
かん

が決
き

まります。

　…白
はく

山
さん

市
し

が契
けい

約
やく

している事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の中
なか

から、本
ほん

人
にん

あるいは家
か

族
ぞく

が利
り

用
よう

したい事
じ

業
ぎょう

所
しょ

を

選
えら

び、そこと契
けい

約
やく

（利
り

用
よう

に関
かん

する約
やく

束
そく

です）を結
むす

びます。

　…契
けい

約
やく

した事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の担
たん

当
とう

者
しゃ

が、本
ほん

人
にん

あるいは家
か

族
ぞく

の希
き

望
ぼう

を聞
き

いたうえで、それに応
おう

じてガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

を派
は

遣
けん

します。

　…利
り

用
よう

する際
さい

の自
じ

己
こ

負
ふ

担
たん

については、白
はく

山
さん

市
し

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

へ相
そう

談
だん

してください。

1…障
しょう

害
がい

のある人
ひと

本
ほん

人
にん

あるいは家
か

族
ぞく

が、白
はく

山
さん

市
し

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

へ移
い

動
どう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

の利
り

用
よう

を申
もう

し

込
こ

む。

2…障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

から、本
ほん

人
にん

あるいは家
か

族
ぞく

に１か月
げつ

の利
り

用
よう

時
じ

間
かん

数
すう

などに関
かん

する通
つう

知
ち

が届
とど

け

られる。

3…本
ほん

人
にん

あるいは家
か

族
ぞく

と事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の間
あいだ

で、具
ぐ

体
たい

的
てき

な利
り

用
よう

について、取
と

り決
き

めをする。

4…事
じ

業
ぎょう

所
しょ

から白
はく

山
さん

市
し

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

へ、利
り

用
よう

者
しゃ

と事
じ

業
ぎょう

所
しょ

が取
と

り決
き

めた内
ない

容
よう

を報
ほう

告
こく

する。

４z

❶

❷

❸

❹
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図
ず B

35

4

2
1

本
ほん

人
にん

家
か

族
ぞく

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の

担
たん

当
とう

者
しゃ

調整

利用希望

ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

確認結果
調整結果の

伝達と確認

希望
確認

利
り

用
よう

希
き

望
ぼう

などの確
かく

認
にん

　　移
い

動
どう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

を利
り

用
よう

した外
がい

出
しゅつ

の前
ぜん

後
ご

の流
なが

れ

　  …具
ぐ

体
たい

的
てき

な利
り

用
よう

について確
かく

認
にん

します（図
ず

Ｂ）

▶具
ぐ

体
たい

的
てき

に外
がい

出
しゅつ

することになった時
とき

、本
ほん

人
にん

あるいは家
か

族
ぞく

が、利
り

用
よう

したい事
じ

業
ぎょう

所
しょ

へ外
がい

出
しゅつ

し

たい日
にち

時
じ

や外
がい

出
しゅつ

の内
ない

容
よう

などを伝
つた

えます。

▶それをもとにして事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の担
たん

当
とう

者
しゃ

は、希
き

望
ぼう

に添
そ

えるガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

をさがし、本
ほん

人
にん

あ

るいは家
か

族
ぞく

に伝
つた

え、外
がい

出
しゅつ

についての確
かく

認
にん

をします。

1…本
ほん

人
にん

と家
か

族
ぞく

とで、でかけたい所
ところ

や日
にち

時
じ

などについて話
はな

し合
あ

う。

2…本
ほん

人
にん

あるいは家
か

族
ぞく

の希
き

望
ぼう

などを、事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の担
たん

当
とう

者
しゃ

に伝
つた

える。

3…事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の担
たん

当
とう

者
しゃ

がガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

をさがし、日
にっ

程
てい

などの調
ちょう

整
せい

をする。

4…事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の担
たん

当
とう

者
しゃ

から調
ちょう

整
せい

結
けっ

果
か

を本
ほん

人
にん

あるいは家
か

族
ぞく

に伝
つた

え、利
り

用
よう

について確
かく

認
にん

する。

5…本
ほん

人
にん

あるいは家
か

族
ぞく

と確
かく

認
にん

したことをガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

に伝
つた

える。

5z

１
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図
ず D

図
ず C

外
がい

出
しゅつ

終
しゅう

了
りょう

後
ご

の情
じょう

報
ほう

の流
なが

れ （本ほん人にんから家か族ぞくへの伝でん達たつが難むずかしい場ば合あい）

外
がい

出
しゅつ

までの情
じょう

報
ほう

の流
なが

れ

1
2

家
か

族
ぞく

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

文書で

口頭で

（帰宅時） ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

3
1

2

本
ほん

人
にん

あるいは家
か

族
ぞく 事

じ

業
ぎょう

所
しょ

の
担
たん

当
とう

者
しゃ

・当日の体調
・予定の変更

外出先・活動内容

ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

移
い

動
どう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

って何
なに

？

　  …情
じょう

報
ほう

の共
きょう

有
ゆう

を大
たい

切
せつ

にします（図
ず

Ｃ・図
ず

Ｄ）

▶本
ほん

人
にん

にとってよりよい外
がい

出
しゅつ

にするためにも、また家
か

族
ぞく

に安
あん

心
しん

してもらうためにも、お

たがいに情
じょう

報
ほう

を共
きょう

有
ゆう

することを大
たい

切
せつ

にします。

　

1…本
ほん

人
にん

の体
たい

調
ちょう

や希
き

望
ぼう

など、より新
あたら

しい情
じょう

報
ほう

を事
じ

業
ぎょう

所
しょ

へ伝
つた

える。

2…事
じ

業
ぎょう

所
しょ

から、本
ほん

人
にん

あるいは家
か

族
ぞく

からの情
じょう

報
ほう

をガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

に伝
つた

える。

3…当
とう

日
じつ

の一
いち

番
ばん

新
あたら

しい情
じょう

報
ほう

（その日
ひ

の体
たい

調
ちょう

や内
ない

容
よう

の変
へん

更
こう

など）を、本
ほん

人
にん

あるいは家
か

族
ぞく

から、

直
ちょく

接
せつ

ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

に伝
つた

える。

1…外
がい

出
しゅつ

から帰
き

宅
たく

した時
とき

、必
ひつ

要
よう

に応
おう

じてガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

が家
か

族
ぞく

に外
がい

出
しゅつ

時
じ

の様
よう

子
す

を伝
つた

える。

2…ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

は事
じ

業
ぎょう

所
しょ

に報
ほう

告
こく

書
しょ

を出
だ

す。

2



6

　　主
しゅ

人
じん

公
こう

はあなたです

●あなたの人
じん

生
せい

の主
しゅ

人
じん

公
こう

は、あなた自
じ

身
しん

です。ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

とでかけた時
とき

のあな

たの活
かつ

動
どう

の主
しゅ

人
じん

公
こう

も、あなた自
じ

身
しん

です。

●あなたが自
じ

分
ぶん

の行
い

きたい所
ところ

へでかけて、いろんな活
かつ

動
どう

ができるように、白
はく

山
さん

市
し

や

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

がお手
て

伝
つだ

いします。

●移
い

動
どう

支
し

援
えん

を利
り

用
よう

してでかける時
じ

間
かん

は、あなた自
じ

身
しん

の時
じ

間
かん

です。遠
えん

慮
りょ

することなく、

あなたのやり方
かた

で楽
たの

しんだり、必
ひつ

要
よう

な用
よう

事
じ

をしたりしてください。あなただけで

できないところは、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

がお手
て

伝
つだ

いします。ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

と相
そう

談
だん

し

ながら、楽
たの

しいひとときを過
す

ごしてください。

　　外
がい

出
しゅつ

は、あなたの希
き

望
ぼう

で

❶あなたの希
き

望
ぼう

をもとにして

●外
がい

出
しゅつ

時
じ

間
かん

、外
がい

出
しゅつ

先
さき

や活
かつ

動
どう

内
ない

容
よう

は、あなたの希
き

望
ぼう

で決
き

めることが原
げん

則
そく

です。自
じ

分
ぶん

だけで

はできないことも、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

と一
いっ

緒
しょ

ならできるかもしれません。いろんなこと

に挑
ちょう

戦
せん

してみると、けっこうおもしろいかもしれません。

　
❷いろんな所

ところ

へでかけることができます

●あなたがでかけたいと思
おも

う所
ところ

はどこですか。ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

と一
いっ

緒
しょ

に、いろんな所
ところ

へ

行
い

けます。遠
えん

慮
りょ

なく希
き

望
ぼう

を伝
つた

えてください。

１z

２z

障
しょう

害
がい

当
とう

事
じ

者
しゃ

のみなさんへⅡ
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障
しょう

害
がい

当
とう

事
じ

者
しゃ

のみなさんへ

❸わからないことは、相
そう

談
だん

しながら決
き

めましょう

●あなたのでかけたい所
ところ

と時
じ

間
かん

がはっきりしている時
とき

は、あらかじめ事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の担
たん

当
とう

者
しゃ

に

伝
つた

えてください。

●「あそこへ行
い

ってみたいけど、心
しん

配
ぱい

だな」「あそこに行
い

ったら何
なに

があるんだろう」 など、

わからないことがあったら、家
か

族
ぞく

の人
ひと

や事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の担
たん

当
とう

者
しゃ

に遠
えん

慮
りょ

なく相
そう

談
だん

してください。

一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えてもらえます。

●相
そう

談
だん

しながら、あなたの行
い

きたい所
ところ

を決
き

めていきましょう。一
ひ と り

人だけで考
かんが

えていても

わからないことも、誰
だれ

かと一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えるとわかってきます。

　
❹１回

かい

の外
がい

出
しゅつ

の時
じ

間
かん

●１回
かい

ごとの外
がい

出
しゅつ

の時
じ

間
かん

については、事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の担
たん

当
とう

者
しゃ

とよく話
はな

し合
あ

って決
き

めてください。

　
❺その日

ひ

のうちに帰
き

宅
たく

することを原
げん

則
そく

とします

●この事
じ

業
ぎょう

を使
つか

えるのは、原
げん

則
そく

としてその日
ひ

のうちに帰
き

宅
たく

することができる範
はん

囲
い

です。

もちろん、県
けん

外
がい

へでかけることもできます。

❻日
ひ

をまたぐ場
ば

合
あい

など

●活
かつ

動
どう

内
ない

容
よう

によっては、その日
ひ

のうちに帰
き

宅
たく

できない場
ば

合
あい

もあります。その場
ば

合
あい

は、あ

る時
じ

間
かん

帯
たい

は自
じ

由
ゆう

契
けい

約
やく

となります。事
じ

業
ぎょう

所
しょ

によっては、自
じ

由
ゆう

契
けい

約
やく

での外
がい

出
しゅつ

支
し

援
えん

をしてい

ないところもあります。

●細
こま

かい点
てん

は、事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の担
たん

当
とう

者
しゃ

と相
そう

談
だん

してください。できる限
かぎ

り希
き

望
ぼう

に添
そ

えるように工
く

夫
ふう

してもらえると思
おも

います。

■「何
なに

焼
や

こうかな」、
　バ

ば

ー
ー

ベ
べ

キ
き

ュ
ゅ

ー
ー

の
買

か

い出
だ

しへ
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　　利
り

用
よう

する事
じ

業
ぎょう

所
しょ

を選
えら

んでください

❶受
じゅ

給
きゅう

者
しゃ

証
しょう

を受
う

け取
と

ります

●白
はく

山
さん

市
し

役
やく

所
しょ

の障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

、あるいは支
し

所
しょ

の担
たん

当
とう

課
か

へ申
しん

請
せい

をして、受
じゅ

給
きゅう

者
しゃ

証
しょう

を発
はっ

行
こう

して

もらってください。

●あなたの希
き

望
ぼう

に応
おう

じて、毎
まい

月
つき

のサ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

の支
し

給
きゅう

時
じ

間
かん

数
すう

が決
き

められます。

  白
はく

山
さん

市
し

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

市
し

役
やく

所
しょ

の１階
かい

にあります。

　■ Tel．076 - 274 - 9526

　■ Fax．076 - 275 - 2211

❷あなたは、自
じ

分
ぶん

の利
り

用
よう

しやすい事
じ

業
ぎょう

所
しょ

を選
えら

ぶことができます

●白
はく

山
さん

市
し

内
ない

にお住
す

まいの人
ひと

が利
り

用
よう

できる事
じ

業
ぎょう

所
しょ

は約
やく

30か所
しょ

あります。

●そこには、研
けん

修
しゅう

を受
う

けたガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

がいて、みなさんの外
がい

出
しゅつ

のお手
て

伝
つだ

いをします。

●事
じ

業
ぎょう

所
しょ

を選
えら

ぶ時
とき

、わからないことがあったら、白
はく

山
さん

市
し

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

の職
しょく

員
いん

や相
そう

談
だん

員
いん

に相
そう

談
だん

してください。あなたのお手
て

伝
つだ

いをします。

　

❸事
じ

業
ぎょう

所
しょ

と契
けい

約
やく

します（利
り

用
よう

についての約
やく

束
そく

をします）

●あなたが選
えら

んだ事
じ

業
ぎょう

所
しょ

へでかけ、契
けい

約
やく

をします。事
じ

業
ぎょう

所
しょ

のサ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

提
てい

供
きょう

責
せき

任
にん

者
しゃ

があな

たの希
き

望
ぼう

を聞
き

いたり、事
じ

業
ぎょう

の説
せつ

明
めい

をしたりします。

●あなたは、自
じ

分
ぶん

の希
き

望
ぼう

で、いくつかの事
じ

業
ぎょう

所
しょ

と契
けい

約
やく

することができます。

 契
けい

約
やく

する時
とき

に必
ひつ

要
よう

なもの 障
しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

・受
じゅ

給
きゅう

者
しゃ

証
しょう

・印
いん

鑑
かん

3z

市
し

役
やく

所
しょ
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障
しょう

害
がい

当
とう

事
じ

者
しゃ

のみなさんへ

❹事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の担
たん

当
とう

者
しゃ

とよく話
はな

し合
あ

ってください

●事
じ

業
ぎょう

所
しょ

には担
たん

当
とう

者
しゃ

がいます。あなたの希
き

望
ぼう

をよく聞
き

いて、それに応
おう

じたガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

を選
えら

ぶなど、必
ひつ

要
よう

な調
ちょう

整
せい

をする人
ひと

です。あなたの外
がい

出
しゅつ

に向
む

けていろいろと相
そう

談
だん

に

のり、一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えていく人
ひと

です。

●担
たん

当
とう

者
しゃ

に、遠
えん

慮
りょ

なくあなたの希
き

望
ぼう

を伝
つた

えてください。たとえば、どんなガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

がいいか、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

にどんな手
て

伝
つだ

いをしてほしいか、どこへでかけたいと

思
おも

っているか、外
がい

出
しゅつ

時
じ

に心
しん

配
ぱい

なことは何
なに

かなど、どんな小
ちい

さなことでも話
はな

してくださ

い。担
たん

当
とう

者
しゃ

はあなたの声
こえ

をしっかり受
う

け止
と

め、一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えます。

■ちょっとド
ど

キ
き

ド
ど

キ
き

、習
しゅう

字
じ

教
きょう

室
しつ

にて先
せん

生
せい

の手
て

直
なお

しを受
う

ける
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　　でかける前
まえ

に

❶あなたの気
き

に入
い

ったでかけ方
かた

で　

●さて、外
がい

出
しゅつ

です。あなたの行
い

きたい所
ところ

へでかけます。ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

が一
いっ

緒
しょ

です。安
あん

心
しん

して、気
き

持
も

ちを楽
らく

にしてでかけてください。

●自
じ

分
ぶん

の気
き

に入
い

ったやり方
かた

で、でかけてください。着
き

ていくものも持
も

っていくものも、

あなたの気
き

に入
い

ったものでどうぞ。

●自
じ

分
ぶん

で決
き

めるのが難
むずか

しかったら、家
か

族
ぞく

と相
そう

談
だん

して決
き

めるのも一
ひと

つの方
ほう

法
ほう

です。また、

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の担
たん

当
とう

者
しゃ

と相
そう

談
だん

することもできます。

　
❷でかける前

まえ

に　

●でかける前
まえ

に、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

とよく話
はな

し合
あ

って、その日
ひ

の外
がい

出
しゅつ

内
ない

容
よう

について確
かく

認
にん

し

てください。行
い

きたい所
ところ

、したいこと、お金
かね

のこと、体
たい

調
ちょう

のことなど、できるだけ詳
くわ

しくガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

に伝
つた

えてあげてください。本
ほん

人
にん

が伝
つた

えるのが難
むずか

しい場
ば

合
あい

は、家
か

族
ぞく

が伝
つた

えてください。

●ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

はあなたの希
き

望
ぼう

を大
たい

切
せつ

にして、あなたが気
き

持
も

ちよく、安
あん

心
しん

して外
がい

出
しゅつ

で

きるようにお手
て

伝
つだ

いします。

❸活
かつ

動
どう

にかかるガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

の費
ひ

用
よう

は？

●一
いっ

緒
しょ

にレ
れ

ス
す

ト
と

ラ
ら

ン
ん

で食
しょく

事
じ

をしたり映
えい

画
が

館
かん

へ入
はい

ったりした時
とき

や、公
こう

共
きょう

交
こう

通
つう

機
き

関
かん

を利
り

用
よう

し

た時
とき

、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

の分
ぶん

のお金
かね

をどうするか。また、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

が運
うん

転
てん

する車
くるま

ででかけた場
ば

合
あい

の、車
くるま

の使
し

用
よう

料
りょう

はどうするか。これについては各
かく

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

ごとにル
る

ー
ー

ル
る

が決
き

められています。事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の担
たん

当
とう

者
しゃ

と相
そう

談
だん

してください。

4z
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障
しょう

害
がい

当
とう

事
じ

者
しゃ

のみなさんへ

　　でかけた中
なか

で

❶あなたの時
じ

間
かん

をあなたらしく

●外
がい

出
しゅつ

した時
とき

、主
しゅ

人
じん

公
こう

であるあなたのやりやすいように過
す

ごしてください。あなた一
ひ と り

人

でやろうと思
おも

うところは、あなたがやってください。あなただけでは難
むずか

しいと思
おも

うと

ころは、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

が手
て

伝
つだ

います。わからないことは遠
えん

慮
りょ

なく、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

と相
そう

談
だん

してください。

　
❷途

と

中
ちゅう

で予
よ

定
てい

を変
か

えたくなったら

●外
がい

出
しゅつ

の途
と

中
ちゅう

で予
よ

定
てい

を変
か

えたくなったら、遠
えん

慮
りょ

なくガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

に伝
つた

えてください。

ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

が一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えてくれます。予
よ

定
てい

と別
べつ

の所
ところ

へ行
い

くこともできます。

　
❸途

と

中
ちゅう

で体
たい

調
ちょう

が悪
わる

くなったら

●外
がい

出
しゅつ

の途
と

中
ちゅう

で体
からだ

の具
ぐ

合
あい

が悪
わる

くなったら、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

に伝
つた

えてください。ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

が一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

え、必
ひつ

要
よう

な方
ほう

法
ほう

を考
かんが

えます。

❹お金
かね

の貸
か

し借
か

りはしない

●外
がい

出
しゅつ

中
ちゅう

にあなたのお金
かね

が足
た

りなくなっても、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

は貸
か

すことはできません。

自
じ

分
ぶん

の持
も

っているお金
かね

の額
がく

を考
かんが

えながら動
うご

いてください。

●また、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

がお金
かね

を借
か

りたいと言
い

った時
とき

も、あなたのお金
かね

を貸
か

さないでく

ださい。

5z



12

　　外
がい

出
しゅつ

を終
お

えてから

❶不
ふ

満
まん

や要
よう

望
ぼう

があったら事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の担
たん

当
とう

者
しゃ

に伝
つた

えてください

●ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

と一
いっ

緒
しょ

にでかけて、楽
たの

しく、納
なっ

得
とく

のいく外
がい

出
しゅつ

ができたらいいなと思
おも

い

ます。

●外
がい

出
しゅつ

中
ちゅう

に言
い

えなかった不
ふ

満
まん

などがあれば、遠
えん

慮
りょ

なく事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の担
たん

当
とう

者
しゃ

に話
はな

してください。

●ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

に直
ちょく

接
せつ

不
ふ

満
まん

などを伝
つた

えた場
ば

合
あい

でも、あなたが必
ひつ

要
よう

を感
かん

じたら事
じ

業
ぎょう

所
しょ

に

連
れん

絡
らく

してください。伝
つた

えていただいた不
ふ

満
まん

や要
よう

望
ぼう

は、今
こん

後
ご

の支
し

援
えん

に活
い

かしていきます。

❷苦
く

情
じょう

等
とう

を市
し

役
やく

所
しょ

に言
い

うこともできます

●直
ちょく

接
せつ

ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

や事
じ

業
ぎょう

所
しょ

に不
ふ

満
まん

や苦
く

情
じょう

などを言
い

いにくい場
ば

合
あい

は、市
し

役
やく

所
しょ

の障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

へ連
れん

絡
らく

していただくこともできます。

　白
はく

山
さん

市
し

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

　　■ Tel.　076 - 274 - 9526　

　　■ Fax.　076 - 275 - 2211

　　■ Email.　syougaifukushi@city.hakusan.lg.jp

6z
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障
しょう

害
がい

当
とう

事
じ

者
しゃ

のみなさんへ

　　事
じ

業
ぎょう

所
しょ

やガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

との信
しん

頼
らい

関
かん

係
けい

を大
たい

切
せつ

にして

❶移
い

動
どう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

に関
かか

わる者
もの

としての願
ねが

い

●私
わたし

たちの一
いち

番
ばん

の願
ねが

いは、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たちが安
あん

心
しん

して楽
たの

しく外
がい

出
しゅつ

し、自
じ

分
ぶん

のやり方
かた

で、

いろんなことに参
さん

加
か

したりいろんな人
ひと

と出
で

会
あ

ったりして、その人
ひと

らしい生
せい

活
かつ

ができる

ように、お手
て

伝
つだ

いをしたいということです。

❷信
しん

頼
らい

関
かん

係
けい

を大
たい

切
せつ

にして

●あなたと事
じ

業
ぎょう

所
しょ

やガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

とのよりよい信
しん

頼
らい

関
かん

係
けい

が、一
いっ

回
かい

ごとの外
がい

出
しゅつ

を楽
たの

しい

ものにしていきます。とくに、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

との信
しん

頼
らい

関
かん

係
けい

は大
たい

切
せつ

だと思
おも

います。信
しん

頼
らい

関
かん

係
けい

は、二
ふ た り

人が心
こころ

を合
あ

わせて深
ふか

めていくものです。ぜひ、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

との心
こころ

の

通
かよ

い合
あ

いを大
たい

切
せつ

にして、あなたの外
がい

出
しゅつ

を楽
たの

しんでください。もちろん、事
じ

業
ぎょう

所
しょ

もガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

も、あなたに信
しん

頼
らい

してもらえるように努
つと

めます。

7z

■「次
つぎ

、何
なに

歌
うた

おうかな」　——カ
か

ラ
ら

オ
お

ケ
け

店
てん

で　
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●障
しょう

害
がい

当
とう

事
じ

者
しゃ

である利
り

用
よう

者
しゃ

自
じ

身
しん

が、自
じ

分
ぶん

で希
き

望
ぼう

などを決
き

め、事
じ

業
ぎょう

所
しょ

へ伝
つた

えられる場
ば

合
あい

は、本
ほん

人
にん

からの情
じょう

報
ほう

が事
じ

業
ぎょう

所
しょ

へ直
ちょく

接
せつ

伝
つた

わるので、それをもとにガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

が動
うご

きます。

●障
しょう

害
がい

のある人
ひと

自
じ

身
しん

が意
い

思
し

決
けっ

定
てい

をしたり、自
じ

分
ぶん

の希
き

望
ぼう

を事
じ

業
ぎょう

所
しょ

に伝
つた

えたりすること

が困
こん

難
なん

な場
ば

合
あい

は、家
か

族
ぞく

が本
ほん

人
にん

とよく相
そう

談
だん

して予
よ

定
てい

などを決
き

め、事
じ

業
ぎょう

所
しょ

に依
い

頼
らい

して

ください。(５ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

の図
ず

Ｃを見
み

てください )

　　本
ほん

人
にん

の代
だい

弁
べん

者
しゃ

として

❶本
ほん

人
にん

の気
き

持
も

ちや希
き

望
ぼう

を、何
なに

より大
たい

切
せつ

にしてください

●本
ほん

人
にん

の希
き

望
ぼう

や意
い

思
し

を何
なに

より大
たい

切
せつ

にして、行
い

き先
さき

や利
り

用
よう

時
じ

間
かん

を決
き

めてください。言
こと

葉
ば

だけではなかなか決
き

められない時
とき

でも、写
しゃ

真
しん

カ
か

ー
ー

ド
ど

やガ
が

イ
い

ド
ど

ブ
ぶ

ッ
っ

ク
く

などを利
り

用
よう

すると、

本
ほん

人
にん

の意
い

思
し

表
ひょう

示
じ

が容
よう

易
い

になると思
おも

います。いろんな方
ほう

法
ほう

を使
つか

って、なるべく本
ほん

人
にん

の希
き

望
ぼう

が出
だ

せるように工
く

夫
ふう

してみてください。

●本
ほん

人
にん

の意
い

思
し

がはっきりしない場
ば

合
あい

もあると思
おも

います。その時
とき

は、本
ほん

人
にん

の代
だい

弁
べん

者
しゃ

として、

家
か

族
ぞく

が行
い

き先
さき

や利
り

用
よう

時
じ

間
かん

などを事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の担
たん

当
とう

者
しゃ

に伝
つた

えてください。

❷外
がい

出
しゅつ

時
じ

の体
たい

調
ちょう

などを教
おし

えてください

●本
ほん

人
にん

が伝
つた

えることが難
むずか

しい場
ば

合
あい

は、外
がい

出
しゅつ

直
ちょく

前
ぜん

の本
ほん

人
にん

の体
たい

調
ちょう

や感
かん

情
じょう

の状
じょう

態
たい

、あるいは予
よ

定
てい

の変
へん

更
こう

などを、家
か

族
ぞく

がなるべく詳
くわ

しくガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

に伝
つた

えてください。

1z

家
か

族
ぞく

のみなさんへⅢ
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家
か

族
ぞく

のみなさんへ

　　おたがいの信
しん

頼
らい

関
かん

係
けい

を大
たい

切
せつ

にして

●移
い

動
どう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

にたずさわる者
もの

としての、私
わたし

たちの一
いち

番
ばん

の願
ねが

いは、前
まえ

にも書
か

いたように、

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たちが安
あん

心
しん

して楽
たの

しく外
がい

出
しゅつ

し、自
じ

分
ぶん

のやり方
かた

で、いろんなことに参
さん

加
か

し

たりいろんな人
ひと

と出
で

会
あ

ったりして、その人
ひと

らしい生
せい

活
かつ

ができるように、いいお手
て

伝
つだ

い

をしたいということです。

●障
しょう

害
がい

のある人
ひと

本
ほん

人
にん

に信
しん

頼
らい

されることはもちろん、家
か

族
ぞく

のみなさんにも信
しん

頼
らい

されてこそ、

私
わたし

たちの仕
し

事
ごと

が成
な

り立
た

ちます。

●たがいに信
しん

頼
らい

し合
あ

える関
かん

係
けい

を作
つく

るために、私
わたし

たちと家
か

族
ぞく

のみなさんとの心
こころ

のやり取
と

り

を大
たい

切
せつ

にしたいと思
おも

います。遠
えん

慮
りょ

なく、いろんなことをお聞
き

かせください。

　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　

2z

■野
や

球
きゅう

仲
なか

間
ま

に囲
かこ

まれて、「イ
い

エ
え

ー
ー

ッ
っ

」
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　　信
しん

頼
らい

される事
じ

業
ぎょう

所
しょ

であるために

　  …本
ほん

人
にん

・家
か

族
ぞく

の希
き

望
ぼう

や思
おも

いをしっかり受
う

け止
と

めて

●障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たちや家
か

族
ぞく

のみなさんから信
しん

頼
らい

される事
じ

業
ぎょう

所
しょ

として活
かつ

動
どう

していくた

めに、何
なに

よりもまず本
ほん

人
にん

や家
か

族
ぞく

の思
おも

いをよく理
り

解
かい

し、それに応
こた

える事
じ

業
ぎょう

所
しょ

であっ

て頂
いただ

きたいと思
おも

います。

　  …常
じょう

識
しき

をしっかり身
み

につけて

●障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たちと一
いっ

緒
しょ

に外
がい

出
しゅつ

するガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

が、非
ひ

常
じょう

識
しき

な服
ふく

装
そう

や言
こと

葉
ば

づか

い、立
たち

居
い

振
ふる

舞
ま

いをしていると、利
り

用
よう

者
しゃ

本
ほん

人
にん

に大
おお

きな迷
めい

惑
わく

をかけてしまうことにな

ります。事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の責
せき

任
にん

として、ス
す

タ
た

ッ
っ

フ
ふ

やガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

に、きちんとした心
こころ

構
がま

えを身
み

につけてもらうように努
つと

めましょう。

　  …人
じん

権
けん

感
かん

覚
かく

・人
じん

権
けん

意
い

識
しき

の醸
じょう

成
せい

を

●障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たちが差
さ

別
べつ

されることなく、他
た

の人
ひと

たちと平
びょう

等
どう

に社
しゃ

会
かい

の中
なか

で生
い

きて

いく権
けん

利
り

を持
も

っていることを、事
じ

業
ぎょう

所
しょ

全
ぜん

体
たい

としてきちんと認
にん

識
しき

し、基
き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

を

守
まも

りながら仕
し

事
ごと

をしていくように、たがいに努
ど

力
りょく

していきましょう。

●ついつい障
しょう

害
がい

のある人
ひと

に対
たい

して保
ほ

護
ご

的
てき

な目
め

や管
かん

理
り

的
てき

な目
め

で見
み

てしまう傾
けい

向
こう

が、社
しゃ

会
かい

の風
ふう

潮
ちょう

としてあります。たとえ悪
あく

意
い

がなくても、あまりにも保
ほ

護
ご

的
てき

・管
かん

理
り

的
てき

な

関
かか

わりをしていくと、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

本
ほん

人
にん

の主
しゅ

体
たい

性
せい

がそこなわれてしまいます。こ

の点
てん

についても、ス
す

タ
た

ッ
っ

フ
ふ

やガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

のみなさんとしっかり確
かく

認
にん

し合
あ

って、

本
ほん

人
にん

主
しゅ

体
たい

の活
かつ

動
どう

ができるように努
つと

めていきましょう。

1z

１

2

3

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

のみなさんへⅣ
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図
ず E

本
ほん

人
にん

家
か

族
ぞく

ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

報告
（口頭）

外
がい

　出
しゅつ

希望・
予定等
（口頭）

報告
（文書）

体調・予定
変更等（口頭）

希望・予定等
（口頭・文書）

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

家
か

　庭
てい

がいしゅつ

外出まで
    がいしゅつ  ご

  外出後

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

のみなさんへ

外
がい

出
しゅつ

までと外
がい

出
しゅつ

後
ご

の情
じょう

報
ほう

の流
なが

れ

（P5の図
ず

C と図
ず

D をまとめると、図
ず

E のようになります）

　　情
じょう

報
ほう

の共
きょう

有
ゆう

をしっかりと

❶言
げん

語
ご

表
ひょう

現
げん

が困
こん

難
なん

な障
しょう

害
がい

のある人
ひと

の場
ば

合
あい

、家
か

族
ぞく

との情
じょう

報
ほう

のやり取
と

りがとても重
じゅう

要
よう

です。事
じ

業
ぎょう

所
しょ

からガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

のみなさんに、このことをきちんと伝
つた

えて、

よく理
り

解
かい

してもらいましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　

❷たとえば…

　< でかける前
まえ

＞

…本
ほん

人
にん

のその日
ひ

の体
たい

調
ちょう

や気
き

分
ぶん

などをよく知
し

っていることで、それに応
おう

じた外
がい

出
しゅつ

の支
し

援
えん

が可
か

能
のう

になります。本
ほん

人
にん

から聞
き

く場
ば

合
あい

もあれば、家
か

族
ぞく

から聞
き

く場
ば

合
あい

もあります。

2z

❶
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< でかけた後
あと

＞

…外
がい

出
しゅつ

後
ご

、本
ほん

人
にん

から伝
つた

えられる場
ば

合
あい

は、本
ほん

人
にん

から家
か

族
ぞく

にその日
ひ

の様
よう

子
す

を伝
つた

えてもら

います。また本
ほん

人
にん

から報
ほう

告
こく

できない場
ば

合
あい

、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

が家
か

族
ぞく

にその日
ひ

の活
かつ

動
どう

の様
よう

子
す

をほんの少
すこ

しでも伝
つた

えることで、家
か

族
ぞく

に安
あん

心
しん

してもらえます。場
ば

合
あい

によっ

ては、心
しん

配
ぱい

させてしまうようなことを伝
つた

えなければならないこともあるかもしれ

ませんが、それも大
だい

事
じ

なことです。

●家
か

族
ぞく

にとって気
き

がかりなことを伝
つた

えなければならない時
とき

は、必
かなら

ず事
じ

業
ぎょう

所
しょ

にもその件
けん

に

ついて報
ほう

告
こく

するよう、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

のみなさんにしっかり伝
つた

えておきましょう。

●ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

からの情
じょう

報
ほう

をもとに、事
じ

業
ぎょう

所
しょ

と家
か

族
ぞく

の間
あいだ

でよく話
はな

し合
あ

うことで、より

よい方
ほう

向
こう

へ向
む

かうことがあります。一
いっ

方
ぽう

、十
じゅう

分
ぶん

に情
じょう

報
ほう

が共
きょう

有
ゆう

されないと、家
か

族
ぞく

を不
ふ

安
あん

にさせたりして、好
この

ましくないことが生
しょう

じてしまいます。そのようなことが起
お

こらな

いようにするためにも、日
ひ

頃
ごろ

からていねいに情
じょう

報
ほう

を伝
つた

え合
あ

い、思
おも

いを共
きょう

有
ゆう

できるよう

にしておきましょう。

❷

■障
しょう

害
がい

当
とう

事
じ

者
しゃ

を招
まね

いてお話
はなし

を聞
き

く——ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

現
げん

任
にん

研
けん

修
しゅう

にて
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事
じ

業
ぎょう

所
しょ

のみなさんへ

　
　（資

し

　料
りょう

）　障
しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

による割
わり

引
びき

等
とう

身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

療
りょう

育
いく

手
て

帳
ちょう 精

せい
神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

手
て

帳
ちょう

Ｊ
じぇー

 Ｒ
あーる

●第
だい

1種
しゅ

…本
ほん

人
にん

、介
かい

助
じょ

者
しゃ

ともに 5割
わり

引
びき

●第
だい

1種
しゅ

、第
だい

2種
しゅ

…単
たん

独
どく

で利
り

用
よう

する場
ば

合
あい

で、
乗
じょう

車
しゃ

距
きょ

離
り

が片
かた

道
みち

100キ
き

ロ
ろ

を超
こ

える場
ば

合
あい

、
　5割

わり
引
びき

な し

北
ほく

鉄
てつ

（電
でん

車
しゃ

） 本
ほん

人
にん

、介
かい

助
じょ

者
しゃ

ともに 5割
わり

引
びき

な し

北
ほく

鉄
てつ

（バ
ば

ス
す

） 本
ほん

人
にん

、介
かい

助
じょ

者
しゃ

ともに 5割
わり

引
びき

タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

1割
わり

引
びき

な し

白
はく

山
さん

市
し

営
えい

プ
ぷ

ー
ー

ル
る 本

ほん
人
にん

、介
かい

助
じょ

者
しゃ

ともに無
む

料
りょう

いしかわ
動
どう

物
ぶつ

園
えん

● 1・2・3級
きゅう

 
　…本

ほん
人
にん

、介
かい

助
じょ

者
しゃ

無
む

料
りょう

● 4・5・6級
きゅう

…本
ほん

人
にん

無
む

料
りょう

●判
はん

定
てい

Ａ
えー

 
　…本

ほん
人
にん

、介
かい

助
じょ

者
しゃ

無
む

料
りょう

●判
はん

定
てい

Ｂ
びー

…本
ほん

人
にん

無
む

料
りょう

● 1・2級
きゅう

 
　…本

ほん
人
にん

、介
かい

助
じょ

者
しゃ

無
む

料
りょう

● 3級
きゅう

…本
ほん

人
にん

無
む

料
りょう

映
えい

画
が

館
かん

本
ほん

人
にん

、介
かい

助
じょ

者
しゃ

ともに 1,000円
えん

　　　　　　　　　　　　　　※詳
くわ

しくは、各
かく

機
き

関
かん

・施
し

設
せつ

へ問
と

い合
あ

わせてください。
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　　イ
い

ン
ん

ク
く

ル
る

ー
ー

シ
し

ブ
ぶ

な社
しゃ

会
かい

へ向
む

けて

●長
なが

い間
あいだ

世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

で、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たちが障
しょう

害
がい

のない人
ひと

たちと共
とも

に活
かつ

動
どう

する機
き

会
かい

は

ごく限
かぎ

られたものでした。。

●その反
はん

省
せい

にたって2006年
ねん

に国
こく

連
れん

で採
さい

択
たく

された「障
しょう

害
がい

者
しゃ

権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

」は、イ
い

ン
ん

ク
く

ル
る

ー
ー

シ
し

ブ
ぶ

な社
しゃ

会
かい

の実
じつ

現
げん

を基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

としています。イ
い

ン
ん

ク
く

ル
る

ー
ー

シ
し

ブ
ぶ

な社
しゃ

会
かい

とは、いろん

な人
ひと

たちが支
ささ

え合
あ

って共
とも

に生
い

きる社
しゃ

会
かい

です。

●前
ぜん

述
じゅつ

のように、我
わ

が国
くに

でも平
へい

成
せい

23（2011）年
ねん

にイ
い

ン
ん

ク
く

ル
る

ー
ー

シ
し

ブ
ぶ

社
しゃ

会
かい

の実
じつ

現
げん

を目
もく

的
てき

とした改
かい

正
せい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

基
き

本
ほん

法
ほう

が施
し

行
こう

されました。

　　イ
い

ン
ん

ク
く

ル
る

ー
ー

シ
し

ブ
ぶ

社
しゃ

会
かい

実
じつ

現
げん

に向
む

け、
 　　　ガ

が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

の仕
し

事
ごと

はとっても大
だい

事
じ

●ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

の仕
し

事
ごと

は、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が一
ひ と り

人の市
し

民
みん

として、社
しゃ

会
かい

の中
なか

でさまざまな

活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

したり、自
じ

分
ぶん

に必
ひつ

要
よう

な活
かつ

動
どう

をしたりするのを手
て

助
だす

けする、とても大
だい

事
じ

な仕
し

事
ごと

です。それはまた、周
まわ

りの人
ひと

たちが、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たちと直
ちょく

接
せつ

ふれ合
あ

うことを通
とお

し

て理
り

解
かい

を深
ふか

め、関
かか

わり方
かた

を学
まな

んでいくのを手
て

助
だす

けする仕
し

事
ごと

でもあります。

●障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たちとガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

が、白
はく

山
さん

市
し

の街
まち

なかの風
ふう

景
けい

を変
か

えていく、といっ

てもいいでしょう。

●ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

の仕
し

事
ごと

は、イ
い

ン
ん

ク
く

ル
る

ー
ー

シ
し

ブ
ぶ

な社
しゃ

会
かい

実
じつ

現
げん

のために欠
か

くことのできない重
じゅう

要
よう

な仕
し

事
ごと

で、今
こん

後
ご

ますますその必
ひつ

要
よう

性
せい

が高
たか

まっていくことでしょう。

●ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

のみなさん一
ひ と り

人ひとりに、自
じ

分
ぶん

の仕
し

事
ごと

の重
じゅう

要
よう

性
せい

をよく心
こころ

に留
とど

めていた

だき、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たちや家
か

族
ぞく

の人
ひと

たちに信
しん

頼
らい

されるガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

として、大
おお

いに

活
かつ

躍
やく

していただきたいと願
ねが

っています。

1z

2z

ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

のみなさんへⅤ
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ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

のみなさんへ

　　ここが大
だい

事
じ

―心
こころ

に留
とど

めておきたいこと

❶障
しょう

害
がい

のある人
ひと

本
ほん

人
にん

の人
じん

権
けん

と主
しゅ

体
たい

性
せい

を尊
そん

重
ちょう

した関
かか

わりを

●障
しょう

害
がい

のない人
ひと

たちはこれまで、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たちを「保
ほ

護
ご

や管
かん

理
り

、指
し

導
どう

の対
たい

象
しょう

」として

きました。もう、この考
かんが

え方
かた

から卒
そつ

業
ぎょう

しましょう。

●障
しょう

害
がい

のあるなしにかかわらず、私
わたし

たちはみな、一
ひ と り

人ひとりが独
どく

立
りつ

した人
じん

格
かく

を持
も

つ主
しゅ

体
たい

です。そして、一
ひ と り

人ひとりが、社
しゃ

会
かい

の中
なか

で自
じ

由
ゆう

に、平
びょう

等
どう

に生
い

きる権
けん

利
り

を有
ゆう

しています。

ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

として活
かつ

動
どう

する者
もの

として、まずこのことを肝
きも

に銘
めい

じておきましょう。

●障
しょう

害
がい

のある人
ひと

がその人
じん

生
せい

の主
しゅ

人
じん

公
こう

として誇
ほこ

りを持
も

って、安
あん

心
しん

して暮
く

らしていけるよう

に、必
ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

をしていきましょう。

❷本
ほん

人
にん

中
ちゅう

心
しん

の支
し

援
えん

を

●これまでの障
しょう

害
がい

者
しゃ

福
ふく

祉
し

の現
げん

場
ば

では、職
しょく

員
いん

中
ちゅう

心
しん

の関
かか

わりがよくみられました。ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

プ
ぷ

では、活
かつ

動
どう

の主
しゅ

体
たい

は、あくまでも障
しょう

害
がい

のある人
ひと

本
ほん

人
にん

です。本
ほん

人
にん

が動
うご

きやすいよう

に、あるいは本
ほん

人
にん

が納
なっ

得
とく

した動
うご

きができるように支
し

援
えん

することが何
なに

より大
たい

切
せつ

です。

●言
こと

葉
ば

でのコ
こ

ミ
み

ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

ができる人
ひと

とは、ていねいな言
こと

葉
ば

のやり取
と

りを通
つう

じて、

たがいに理
り

解
かい

を深
ふか

めていきましょう。

●言
こと

葉
ば

でのコ
こ

ミ
み

ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

が難
むずか

しい人
ひと

でも、表
ひょう

情
じょう

や身
み

ぶりなどから、その人
ひと

の気
き

持
も

ちを理
り

解
かい

することができます。ちょっとしたサ
さ

イ
い

ン
ん

もしっかり受
う

け止
と

めて、障
しょう

害
がい

のあ

る人
ひと

本
ほん

人
にん

が気
き

持
も

ちよく楽
たの

しく活
かつ

動
どう

できるような支
し

援
えん

を心
こころ

掛
が

けていきましょう。

❸橋
はし

渡
わた

し役
やく

としてのガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

●ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

は、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

と周
まわ

りの人
ひと

たちとの橋
はし

渡
わた

し役
やく

です。たとえば、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

とお店
みせ

の人
ひと

が直
ちょく

接
せつ

やり取
と

りができるようにしていくことも、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

の大
だい

事
じ

な仕
し

事
ごと

です。何
なん

でもガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

がしてしまうと、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

本
ほん

人
にん

から、

参
さん

加
か

の機
き

会
かい

や周
まわ

りの人
ひと

たちとの関
かか

わりの機
き

会
かい

を奪
うば

ってしまうことになります。できる

だけ障
しょう

害
がい

のある人
ひと

本
ほん

人
にん

と周
まわ

りの人
ひと

たちが直
ちょく

接
せつ

関
かか

われるように、いろいろ工
く

夫
ふう

していき

たいものです。

3z
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❹外
がい

出
しゅつ

先
さき

や目
もく

的
てき

などを考
かんが

えて

●ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

自
じ

身
しん

がしっかりとした常
じょう

識
しき

を身
み

につけ、その時
とき

々
どき

の外
がい

出
しゅつ

先
さき

やその目
もく

的
てき

などに合
あ

わせた服
ふく

装
そう

や立
たち

居
い

振
ふ

る舞
ま

いをすることが、とても大
たい

切
せつ

です。

●本
ほん

人
にん

がでかける場
ば

所
しょ

によってガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

が服
ふく

装
そう

を変
か

えるなどの配
はい

慮
りょ

を怠
おこた

ると、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

や家
か

族
ぞく

に大
おお

きな迷
めい

惑
わく

をかけることになります。

❺家
か

族
ぞく

ともよい関
かん

係
けい

を

●障
しょう

害
がい

のある人
ひと

との関
かか

わりだけで済
す

む場
ば

合
あい

もあれば、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

が障
しょう

害
がい

のある人
ひと

の

家
か

族
ぞく

と情
じょう

報
ほう

のやり取
と

りをする必
ひつ

要
よう

のある場
ば

合
あい

もあります。

●本
ほん

人
にん

が言
こと

葉
ば

で意
い

思
し

などを伝
つた

えることが困
こん

難
なん

な場
ば

合
あい

、家
か

族
ぞく

とガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

の間
あいだ

で情
じょう

報
ほう

のやり取
と

りが必
ひつ

要
よう

になります。その際
さい

、家
か

族
ぞく

から信
しん

頼
らい

されるように、ていねいな関
かか

わ

りを心
こころ

掛
が

けていきましょう。
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ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

のみなさんへ

　　　　　決
き

める、選
えら

ぶ ― 本
ほん

人
にん

の意
い

思
し

を何
なに

より大
たい

切
せつ

にして

❶本
ほん

人
にん

の意
い

思
し

や納
なっ

得
とく

を何
なに

より大
たい

切
せつ

にして

●外
がい

出
しゅつ

した時
とき

の活
かつ

動
どう

の主
しゅ

体
たい

は障
しょう

害
がい

のある人
ひと

本
ほん

人
にん

であることをよく心
こころ

に留
とど

め、行
い

き先
さき

や買
か

い物
もの

などの決
けっ

定
てい

や選
せん

択
たく

にあたっては、本
ほん

人
にん

の意
い

思
し

を何
なに

より大
たい

切
せつ

にした支
し

援
えん

を心
こころ

掛
が

けて

いきましょう。

●外
がい

出
しゅつ

した先
さき

で、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が自
じ

分
ぶん

で買
か

う物
もの

を選
えら

んだり、見
み

る映
えい

画
が

を決
き

めたりするこ

ともあれば、「自
じ

分
ぶん

だけでは決
き

められないから、一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えてほしい」ということもあ

ります。

●そんな時
とき

ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

が一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えながら、本
ほん

人
にん

が納
なっ

得
とく

できる決
けっ

定
てい

や選
せん

択
たく

ができる

ように支
し

援
えん

することがとても大
だい

事
じ

です。ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

が全
ぜん

部
ぶ

決
き

めたり主
しゅ

観
かん

を押
お

しつ

けたりすると、本
ほん

人
にん

の主
しゅ

体
たい

性
せい

を奪
うば

ってしまうことになります。必
ひつ

要
よう

なヒ
ひ

ン
ん

ト
と

や情
じょう

報
ほう

を

提
てい

供
きょう

しながら、一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えて、本
ほん

人
にん

が納
なっ

得
とく

できる決
けっ

定
てい

・選
せん

択
たく

にたどりつけるようにし

たいものです。

❷時
とき

には、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

からの提
てい

案
あん

も

●私
わたし

たちは他
た

の人
ひと

とでかける時
とき

、おたがいに自
じ

分
ぶん

の好
この

みや思
おも

いを出
だ

し合
あ

いながら一
いっ

緒
しょ

に

行
こう

動
どう

します。

●ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

プ
ぷ

ででかけた時
とき

も、「利
り

用
よう

者
しゃ

の主
しゅ

体
たい

性
せい

を尊
そん

重
ちょう

すること」をベ
べ

ー
ー

ス
す

としながら、

時
とき

にはガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

から「今
きょ

日
う

は○○へ行
い

ってみましょう」という提
てい

案
あん

があってもい

いでしょう。それで利
り

用
よう

者
しゃ

も楽
たの

しめるのであれば、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

からの一
ひと

声
こえ

もいい

ものだと思
おも

います。

　　 

4z
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　　白
はく

山
さん

市
し

内
ない

の障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たち

●白
はく

山
さん

市
し

の人
じん

口
こう

は約
やく

11万
まん

人
にん

です。そのうち障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たちは約
やく

５千
せん

人
にん

です。肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

の人
ひと

や、視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

、聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

、発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

、内
ない

部
ぶ

障
しょう

害
がい

のある

人
ひと

たちなどです。

　　人
じん

権
けん

尊
そん

重
ちょう

をベ
べ

ー
ー

ス
す

に共
きょう

生
せい

の街
まち

づくりを

●障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たちも、白
はく

山
さん

市
し

の大
たい

切
せつ

な市
し

民
みん

です。白
はく

山
さん

市
し

に住
す

む私
わたし

たちが、障
しょう

害
がい

の有
う

無
む

に関
かか

わりなくたがいを大
たい

切
せつ

にし合
あ

い、共
とも

に生
い

きていけるように、一
ひ と り

人ひとりが人
じん

権
けん

意
い

識
しき

を高
たか

めていくように努
つと

めていきましょう。

●これまで、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

はなかなか街
まち

なかで活
かつ

動
どう

することができませんでした。街
まち

全
ぜん

体
たい

が、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

たちが生
い

きやすい環
かん

境
きょう

とはなっていませんでした。

●今
いま

、私
わたし

たちの国
くに

では、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に生
い

きていける社
しゃ

会
かい

の実
じつ

現
げん

に向
む

けて、

さまざまな取
と

り組
く

みを始
はじ

めています。

　　街
まち

で出
で

会
あ

ったら

●白
はく

山
さん

市
し

では、たくさんの障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が自
じ

分
ぶん

だけで街
まち

へでかけたり、ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

と一
いっ

緒
しょ

にでかけたりしています。みなさんも、以
い

前
ぜん

よりも頻
ひん

繁
ぱん

に障
しょう

害
がい

のある人
ひと

の姿
すがた

を

みかけるようになったのではないでしょうか。

●障
しょう

害
がい

のある人
ひと

だからといって、特
とく

別
べつ

やさしくしなければならないというわけではあり

ません。ただ、周
まわ

りの人
ひと

のちょっとした心
こころ

配
くば

りや手
て

伝
つだ

いが、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

自
じ

身
しん

やガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

にとって心
こころ

強
づよ

いことがあります。

1z

2z

3z

市
し

民
みん

のみなさんへⅥ
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市
し

民
みん

のみなさんへ

●たとえば、車
くるま

椅
い

子
す

で移
い

動
どう

していると、ちょっとした段
だん

差
さ

が障
しょう

壁
へき

になってしまいます。

そんな時
とき

、周
まわ

りの人
ひと

のさりげない手
て

助
だす

けがあると、とても助
たす

かります。

●また、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

とでかけているガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

が、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

がト
と

イ
い

レ
れ

に行
い

きたく

なった時
とき

など、ひょっとしたら周
まわ

りのみなさんに「ちょっとの時
じ

間
かん

、この人
ひと

といて下
くだ

さいませんか」とお願
ねが

いすることがあるかもしれません。そんな時
とき

、手
て

を貸
か

してくだ

さい。

●障
しょう

害
がい

のある人
ひと

と出
で

会
あ

った時
とき

、ちょっとした手
て

伝
つだ

いをするのは、少
すこ

し照
て

れ臭
くさ

いかもしれ

ません。でも、一
いっ

歩
ぽ

心
こころ

を前
まえ

に出
だ

して、手
て

を貸
か

してください。その一
いっ

歩
ぽ

で障
しょう

害
がい

のある人
ひと

がとても助
たす

かります。

●障
しょう

害
がい

のある人
ひと

とガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

が一
いっ

緒
しょ

に動
うご

いていると、どうしてもガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

の方
ほう

へ声
こえ

がかかることが多
おお

くなります。本
ほん

人
にん

に声
こえ

をかけることにためらいがあるので

しょうか。でも、本
ほん

人
にん

に声
こえ

をかけてみてください。わからないところはガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

が橋
はし

渡
わた

しをします。

　　心
こころ

のかけ橋
はし

をかけ、共
とも

に生
い

きる街
まち

を作
つく

っていきましょう

●障
しょう

害
がい

の有
う

無
む

に関
かか

わりなく、人
ひと

と人
ひと

の間
あいだ

に、心
こころ

のかけ橋
はし

をかけて、いろんな人
ひと

が一
いっ

緒
しょ

に

生
い

きていく白
はく

山
さん

市
し

にしていきましょう。

4z

■講
こう

師
し

である障
しょう

害
がい

当
とう

事
じ

者
しゃ

もまじえてグ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

デ
で

ィ
ぃ

ス
す

カ
か

ッ
っ

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

　——ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

現
げん

任
にん

研
けん

修
しゅう

にて



26

Ⅶ Q
きゅー

 &
あんど

 A
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今
いま

までに他
た

人
にん

と二
ふ た り

人で外
がい

出
しゅつ

したことがないので不
ふ

安
あん

です。

⇨　利
り

用
よう

に関
かん

して不
ふ

安
あん

や疑
ぎ

問
もん

等
など

がある場
ば

合
あい

は、障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

あるいは直
ちょく

接
せつ

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

にご

相
そう

談
だん

ください。十
じゅう

分
ぶん

お話
はなし

をお聞
き

きしたうえで、その人
ひと

に合
あ

った外
がい

出
しゅつ

の仕
し

方
かた

などを

考
かんが

えていきます。

手
て

帳
ちょう

がなければ移
い

動
どう

支
し

援
えん

は利
り

用
よう

できませんか。

⇨　原
げん

則
そく

としては、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

、療
りょう

育
いく

手
て

帳
ちょう

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

手
て

帳
ちょう

を持
も

って

いる必
ひつ

要
よう

があります。ただし、手
て

帳
ちょう

をお持
も

ちでない人
ひと

でも市
し

長
ちょう

が必
ひつ

要
よう

と認
みと

めた場
ば

合
あい

は利
り

用
よう

することができます。

複
ふく

数
すう

の事
じ

業
ぎょう

所
しょ

を利
り

用
よう

したいのですが可
か

能
のう

ですか。

　⇨　支
し

給
きゅう

時
じ

間
かん

数
すう

内
ない

であれば、複
ふく

数
すう

の事
じ

業
ぎょう

所
しょ

と契
けい

約
やく

することができます。

　　　　（例
れい

）支
し

給
きゅう

時
じ

間
かん

数
すう

　20時
じ

間
かん

　　　　　 （Ａ事
じ

業
ぎょう

所
しょ

10時
じ

間
かん

、Ｂ事
じ

業
ぎょう

所
しょ

５時
じ

間
かん

、Ｃ事
じ

業
ぎょう

所
しょ

５時
じ

間
かん

）

利
り

用
よう

者
しゃ

がガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

を選
えら

ぶことはできますか。

⇨　事
じ

業
ぎょう

所
しょ

側
がわ

の事
じ

情
じょう

等
など

もありますので、特
とく

定
てい

のガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

を希
き

望
ぼう

される場
ば

合
あい

は、

直
ちょく

接
せつ

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

にご相
そう

談
だん

ください。

家
か

族
ぞく

も一
いっ

緒
しょ

に出
で

かけられますか。

⇨　家
か

族
ぞく

の方
かた

と一
いっ

緒
しょ

では制
せい

度
ど

を利
り

用
よう

できません。本
ほん

人
にん

とガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

との外
がい

出
しゅつ

が

原
げん

則
そく

です。

1

2

3

4

5
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移
い

動
どう

支
し

援
えん

を利
り

用
よう

してどこへでも出
で

かけられますか。

⇨　安
あん

全
ぜん

上
じょう

の理
り

由
ゆう

等
など

で出
で

かけられない場
ば

所
しょ

もあります。詳
くわ

しくは障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

にご相
そう

談
だん

ください。

移
い

動
どう

支
し

援
えん

を利
り

用
よう

して通
つう

院
いん

をすることができますか。

⇨　移
い

動
どう

支
し

援
えん

を利
り

用
よう

しての通
つう

院
いん

は認
みと

められていません。

　通
つう

院
いん

を希
き

望
ぼう

される場
ば

合
あい

は、新
あら

たに障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

の居
きょ

宅
たく

介
かい

護
ご

[ 通
つう

院
いん

介
かい

助
じょ

] の申
しん

請
せい

が必
ひつ

要
よう

となります。

移
い

動
どう

支
し

援
えん

で学
がっ

校
こう

への送
そう

迎
げい

はしてもらえますか。

⇨　原
げん

則
そく

として、移
い

動
どう

支
し

援
えん

を利
り

用
よう

しての学
がっ

校
こう

や職
しょく

場
ば

等
など

への送
そう

迎
げい

は認
みと

められていません。

保
ほ

護
ご

者
しゃ

が入
にゅう

院
いん

する等
など

特
とく

別
べつ

の場
ば

合
あい

は障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

にご相
そう

談
だん

ください。

移
い

動
どう

支
し

援
えん

を利
り

用
よう

できる時
じ

間
かん

数
すう

を増
ふ

やせますか。

⇨　サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

利
り

用
よう

時
じ

間
かん

は、その人
ひと

の実
じつ

情
じょう

等
など

に応
おう

じて支
し

給
きゅう

決
けっ

定
てい

をしています。

　　支
し

給
きゅう

時
じ

間
かん

数
すう

やその他
た

の申
しん

請
せい

等
など

に関
かん

しては、障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

にご相
そう

談
だん

ください。

ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

になるにはどうすればよいですか。

　⇨　詳
くわ

しくは各
かく

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

にお問
と

い合
あ

わせください。

6

7

8

9

10
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　2006年
ねん
に国

こく
連
れん
で、障

しょう
害
がい
のある人

ひと
もない人

ひと
も共

とも
に生

い
きていける社

しゃ
会
かい
（イ

い
ン
ん
ク
く
ル
る
ー
ー
シ
し
ブ
ぶ
社
しゃ
会
かい
）の実

じつ
現
げん
を目

もく
的
てき
と

する「障
しょう
害
がい
者
しゃ
権
けん
利
り
条
じょう
約
やく
」が採

さい
択
たく
されました。

　日
に
本
ほん
でもこの条

じょう
約
やく
を批

ひ
准
じゅん
する（日

に
本
ほん
の法

ほう
律
りつ
として採

さい
用
よう
する）ための取

と
り組

く
みがなされています。その最

さい
初
しょ
の

成
せい
果
か
が、障

しょう
害
がい
者
しゃ
基
き
本
ほん
法
ほう
の改

かい
正
せい
でした。平

へい
成
せい
23（2011）年

ねん
8月

がつ
に施

し
行
こう
された新

あたら
しい障

しょう
害
がい
者
しゃ
基
き
本
ほん
法
ほう
は、差

さ
別
べつ
のな

い共
きょう
生
せい
社
しゃ
会
かい
の実

じつ
現
げん
を目

もく
的
てき
とした、画

かっ
期
き
的
てき
な法

ほう
律
りつ
です。

 ①障
しょう

害
がい

者
しゃ

権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

（政
せい

府
ふ

仮
かり

訳
やく

文
ぶん

）

■第
だい

一
いち

条
じょう

　目
もく

的
てき

　　この条
じょう

約
やく

は、すべての障
しょう

害
がい

者
しゃ

によるあらゆる人
じん

権
けん

及
およ

び基
き

本
ほん

的
てき

自
じ

由
ゆう

の完
かん

全
ぜん

かつ平
びょう

等
どう

な享
きょう

有
ゆう

を促
そく

進
しん

し、保
ほ

護
ご

し、及
およ

び確
かく

保
ほ

すること並
なら

びに障
しょう

害
がい

者
しゃ

の固
こ

有
ゆう

の尊
そん

厳
げん

の尊
そん

重
ちょう

を促
そく

進
しん

することを目
もく

的
てき

とする。

　（後
こう

略
りゃく

）

■第
だい

二
に

条
じょう

　定
てい

義
ぎ

　（前
ぜん

略
りゃく

）　

　「障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

」とは、障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とするあらゆる区
く

別
べつ

、排
はい

除
じょ

又
また

は制
せい

限
げん

であつて、政
せい

治
じ

的
てき

、経
けい

済
ざい

的
てき

、

社
しゃ

会
かい

的
てき

、文
ぶん

化
か

的
てき

、市
し

民
みん

的
てき

その他
た

のあらゆる分
ぶん

野
や

において、他
た

の者
もの

と平
びょう

等
どう

にすべての人
じん

権
けん

及
およ

び基
き

本
ほん

的
てき

自
じ

由
ゆう

を

認
にん

識
しき

し、享
きょう

有
ゆう

し、又
また

は行
こう

使
し

することを害
がい

し、又
また

は妨
さまた

げる目
もく

的
てき

又
また

は効
こう

果
か

を有
ゆう

するものをいう。障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

と

する差
さ

別
べつ

には、あらゆる形
けい

態
たい

の差
さ

別
べつ
（合

ごう
理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の否
ひ

定
てい

を含
ふく

む。）を含
ふく

む。

　　「合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

」とは、障
しょう

害
がい

者
しゃ

が他
た

の者
もの

と平
びょう

等
とう

にすべての人
じん

権
けん

及
およ

び基
き

本
ほん

的
てき

自
じ

由
ゆう

を享
きょう

有
ゆう

し、又
また

は行
こう

使
し

すること

を確
かく

保
ほ

するための必
ひつ

要
よう

かつ適
てき

当
とう

な変
へん

更
こう

及
およ

び調
ちょう

整
せい

であつて、特
とく

定
てい

の場
ば

合
あい

において必
ひつ

要
よう

とされるものであり、

かつ、均
きん

衡
しょう

を失
しっ

した又
また

は過
か

度
ど

の負
ふ

担
たん

を課
か

さないものをいう。

　（後
こう

略
りゃく

）

②障
しょう

害
がい

者
しゃ

基
き

本
ほん

法
ほう

■第
だい

一
いち

条
じょう

　目
もく

的
てき

　　この法
ほう

律
りつ

は、全
すべ

ての国
こく

民
みん

が、障
しょう

害
がい

の有
う

無
む

にかかわらず、等
ひと

しく基
き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

を享
きょう

有
ゆう

するかけがえのない個
こ

人
じん

として尊
そん

重
ちょう

されるものであるとの理
り

念
ねん

にのつとり、全
すべ

ての国
こく

民
みん

が、障
しょう

害
がい

の有
う

無
む

によつて分
わ

け隔
へだ

てられる

ことなく、相
そう

互
ご

に人
じん

格
かく

と個
こ

性
せい

を尊
そん

重
ちょう

し合
あ

いながら共
きょう

生
せい

する社
しゃ

会
かい

を実
じつ

現
げん

するため、（中
ちゅう

略
りゃく

）障
しょう

害
がい

者
しゃ

の自
じ

立
りつ

及
およ

び

社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

の支
し

援
えん

等
とう

のための施
し

策
さく

を総
そう

合
ごう

的
てき

かつ計
けい

画
かく

的
てき

に推
すい

進
しん

することを目
もく

的
てき

とする。

■第
だい

二
に

条
じょう

　定
てい

義
ぎ

１　障
しょう

害
がい

者
しゃ

　身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい
（発

はっ
達
たつ

障
しょう

害
がい

を含
ふく

む。）その他
た

の心
しん

身
しん

の機
き

能
のう

の障
しょう

害
がい
（以

い
下
か
「障

しょう
害
がい

」と総
そう

称
しょう

する。）がある者
もの

であつて、障
しょう

害
がい

及
およ

び社
しゃ

会
かい

的
てき

障
しょう

壁
へき

により継
けい

続
ぞく

的
てき

に日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

又
また

は社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

に相
そう

当
とう

な制
せい

限
げん

を受
う

Ⅷ 資
し

　料
りょう

  〜障しょう害がい者しゃ権けん利り 条じょう約やくと障しょう害がい者しゃ基き 本ほん法ほう〜
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資
し

　　料
りょう

ける状
じょう

態
たい

にあるものをいう。

２　社
しゃ

会
かい

的
てき

障
しょう

壁
へき

　障
しょう

害
がい

がある者
もの

にとつて日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

又
また

は社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を営
いとな

む上
うえ

で障
しょう

壁
へき

となるような社
しゃ

会
かい

における事
じ

物
ぶつ

、制
せい

度
ど

、慣
かん

行
こう

、観
かん

念
ねん

その他
た

一
いっ

切
さい

のものをいう。

■第
だい

三
さん

条
じょう

　地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

における共
きょう

生
せい

等
とう

　　第
だい

一
いち

条
じょう

に規
き

定
てい

する社
しゃ

会
かい

の実
じつ

現
げん

は、全
すべ

ての障
しょう

害
がい

者
しゃ

が、障
しょう

害
がい

者
しゃ

でない者
もの

と等
ひと

しく、基
き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

を享
きょう

有
ゆう

する個
こ

人
じん

としてその尊
そん

厳
げん

が重
おも

んぜられ、その尊
そん

厳
げん

にふさわしい生
せい

活
かつ

を保
ほ

障
しょう

される権
けん

利
り

を有
ゆう

することを前
ぜん

提
てい

としつ

つ、次
つぎ

に掲
かか

げる事
じ

項
こう

を旨
むね

として図
はか

られなければならない。

１　全
すべ

て障
しょう

害
がい

者
しゃ

は、社
しゃ

会
かい

を構
こう

成
せい

する一
いち

員
いん

として社
しゃ

会
かい

、経
けい

済
ざい

、文
ぶん

化
か

その他
た

あらゆる分
ぶん

野
や

の活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

する機
き

会
かい

が確
かく

保
ほ

されること。

２　全
すべ

て障
しょう

害
がい

者
しゃ

は、可
か

能
のう

な限
かぎ

り、どこで誰
だれ

と生
せい

活
かつ

するかについての選
せん

択
たく

の機
き

会
かい

が確
かく

保
ほ

され、地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

におい

て他
た

の人
ひと

々
びと

と共
きょう

生
せい

することを妨
さまた

げられないこと。

３　全
すべ

て障
しょう

害
がい

者
しゃ

は、可
か

能
のう

な限
かぎ

り、言
げん

語
ご
（手

しゅ
話
わ

を含
ふく

む。）その他
た

の意
い

思
し

疎
そ

通
つう

のための手
しゅ

段
だん

についての選
せん

択
たく

の機
き

会
かい

が確
かく

保
ほ

されるとともに、情
じょう

報
ほう

の取
しゅ

得
とく

又
また

は利
り

用
よう

のための手
しゅ

段
だん

についての選
せん

択
たく

の機
き

会
かい

の拡
かく

大
だい

が図
はか

られること。

■第
だい

四
よん

条
じょう

　差
さ

別
べつ

の禁
きん

止
し

１　何
なん

人
ぴと

も、障
しょう

害
がい

者
しゃ

に対
たい

して、障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

として、差
さ

別
べつ

することその他
た

の権
けん

利
り

利
り

益
えき

を侵
しん

害
がい

する行
こう

為
い

をしては

ならない。

２　社
しゃ

会
かい

的
てき

障
しょう

壁
へき

の除
じょ

去
きょ

は、それを必
ひつ

要
よう

としている障
しょう

害
がい

者
しゃ

が現
げん

に存
ぞん

し、かつ、その実
じっ

施
し

に伴
ともな

う負
ふ

担
たん

が過
か

重
じゅう

でな

いときは、それを怠
おこた

ることによつて前
ぜん

項
こう

の規
き

定
てい

に違
い

反
はん

することとならないよう、その実
じっ

施
し

について必
ひつ

要
よう

か

つ合
ごう

理
り

的
てき

な配
はい

慮
りょ

がされなければならない。

３　国
くに

は、第
だい

一
いっ

項
こう

の規
き

定
てい

に違
い

反
はん

する行
こう

為
い

の防
ぼう

止
し

に関
かん

する啓
けい

発
はつ

及
およ

び知
ち

識
しき

の普
ふ

及
きゅう

を図
はか

るため、当
とう

該
がい

行
こう

為
い

の防
ぼう

止
し

を

図
はか

るために必
ひつ

要
よう

となる情
じょう

報
ほう

の収
しゅう

集
しゅう

、整
せい

理
り

及
およ

び提
てい

供
きょう

を行
おこな

うものとする。
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